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泌尿器科領域においては高齢患者の慢性疾患が多いことも

あり、漢方薬の処方を行う医師は少なくないが、どのような

処方がなされているかを分析した報告は少ない。当科は様々

な臨床経験の泌尿器科医が20名で外来診療にあたり、小児

を除いて良性疾患から悪性疾患まで幅広い疾患に対応して

いる施設である。このような施設で実際にどのような漢方

薬が処方されているのか実態を調査したので報告する。

【対象と方法］ 2014年11月～2015年10月までの1年間に

漢方薬を処方された患者をリストアップし、処方内容を分析

した。

【結果】症例数は685例、男性292例、女性393例と女性

患者に多く処方されていた。年齢は平均64歳（15～93歳）。

処方された症例が多い順に猪苓湯183例、牛車腎気丸111例、

桂枝加lit附湯42例、八味地黄丸40例、竜胆潟肝湯40例、

桂枝夜苓丸34例、大建中湯28例、補中益気湯24例、当帰

有薬散18例、有薬甘草湯17例、五苓散15例、十全大補湯

15例、 j青心蓮子飲15例など全46種類が処方されていた。

処方内容を性別で見てみると男性では牛車腎気丸77例、

八味地黄丸36例、猪苓湯33例、桂枝夜苓丸30例、大建

中湯19例など31種類が処方されていたのに対し、女性では

猪苓湯150例、桂枝加lit附湯36例、牛車腎気丸34例、竜胆

潟肝湯30例、補中益気湯17例、清心蓮子飲12例、当帰

有薬散10例、有薬甘草湯10例、その他38種類が処方され

ていた。

また漢方薬を処方している医師は20名全員であるが、医師

A 230例、医師B 93例、医師C 71例、医師D 50例、

医師E 44例と上位5人で488例と全体の71%を処方して

いた。医師Aは31種、医師Bは24種を処方していたが、

他は 10種未満と処方のバリエーションは少なかった。

【結論］ 20名の泌尿器科医全員が漢方を処方していたが、

多くの処方を使い分けられる医師は少ない状況であった。

猪苓湯と牛車腎気丸は下部尿路症を訴える男女に広く処方

されていた。男性では八味地黄丸、女性では桂枝加lit附湯

が多いのはそれぞれ前立腺肥大症、間質性跨脱炎の患者が

多いことを反映してのことと思われた。泌尿器科医に広く

知られていないが対応に苦慮する症状に有効な漢方処方も

報告されていることから、今後は少しずつ処方の幅を広げ

られるようになることが期待されると考えた。
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